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沖縄県内大学生の平和意識調査（九大調査）（仲地博）5７

同
研
究
会
で
は
一
九
八
六
年
二
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
九
州
三
県
の
市
民
と
七
大
学
の
学
生
の
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
内
で
も
市
民
は
那
覇
と
読
谷
で
、
学
生
は
琉
球
大
学
と
沖
縄
大
学
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
結
果
は
詳
細
な
分
析
と
共

（
２
）

に
「
九
州
・
沖
縄
地
区
住
民
の
平
和
意
識
』
（
以
下
「
九
大
八
七
年
報
告
書
」
と
略
称
す
る
）
に
ま
と
め
ら
れ
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

報
告
書
中
で
は
各
大
学
ご
と
の
内
訳
の
数
字
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
県
内
学
生
の
平
和
意
識
調
査
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
行
な
わ
れ

て
い
魂
が
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
他
に
な
い
。
い
さ
さ
か
時
期
遅
れ
の
感
は
免
れ
な
い
が
、
沖
縄
の
平
和
意
識
を
分
析
す
る
上
で
貴

重
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、
将
来
の
研
究
の
資
料
と
し
て
記
録
に
残
す
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
同
研
究
会
の
好
意
に
よ
り
、
資
料
の
提
供

を
受
け
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
コ
メ
ン
ト
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

で
あ
る
。

（
１
）

本
稿
は
、
九
州
大
学
教
養
部
の
平
和
問
題
研
究
会
が
行
っ
た
平
和
意
識
調
査
の
う
ち
、
沖
縄
県
内
学
生
の
意
識
を
紹
介
す
る
必
も
の

は
じ
め
に

〔
資
料
紹
介
〕

沖
縄
県
内
大
学
生
の
平
和
意
識
調
査
（
九
大
調
査
）

仲
地

博
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（
４
）

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
調
査
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
←
の
る
。

調
査
時
期
一
九
八
六
年
二
月
～
一
二
月

調
査
対
象
市
民
（
福
岡
市
、
長
崎
県
厳
原
町
（
対
馬
）
、
長
崎
市
、
沖
縄
県
読
谷
村
、
那
覇
市
）
計
一
、
二
七
九
人

大
学
生
（
九
州
大
学
、
西
南
学
院
大
学
、
福
岡
大
学
、
長
崎
大
学
、
活
水
女
子
大
学
、
琉
球
大
学
、
沖
縄
大
学
）

計
一
、
二
七
八
人

（
５
）

各
大
学
》
」
と
の
調
査
対
象
老
薮
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

調
査
方
法
市
民
（
面
接
に
よ
り
回
答
に
同
意
さ
れ
た
方
に
調
査
表
を
配
布
、
回
収
は
郵
送
を
依
頼
）

学
生
（
教
室
で
の
集
団
記
入
）

（人）

８２７

1２７８

大学名 件数（人） ％

琉球大学

沖縄大学

217

234

17.0

18.3

沖縄２大学計 451

九州大学

福岡大学

西南大学

長崎大学

活水女子大学

300

9２

116

190

129

５
２
１
９
１

日
Ｑ
●
０
０

３
７
９
４
０

２
１
１

九州５大学計 827

７大学計 1,278 100.
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・
注

１
平
和
問
題
研
究
会
は
、
教
養
部
教
官
の
有
志
に
よ
る
研
究
会
で
あ
る
（
研
究
代
表
者
・
高
田
和
夫
助
教
授
）
。
調
査
は
「
九
州
。
沖
縄
地
区
住

民
の
平
和
意
識
の
総
合
的
研
究
」
の
一
環
と
し
て
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
を
得
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
同

研
究
会
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

２
『
九
州
・
沖
縄
地
区
住
民
の
平
和
意
識
～
昭
和
田
・
田
年
度
科
研
一
般
研
究
Ｂ
報
告
～
』
（
一
九
八
七
年
二
月
九
州
大
学
教
養
部
平
和
問
題

研
究
会
）
（
以
下
『
九
大
八
七
年
報
告
書
』
と
略
）

３
詳
し
く
は
、
仲
地
「
沖
縄
県
内
大
学
生
の
平
和
意
識
」
琉
大
法
学
三
六
号

４
注
２
の
報
告
書
一
～
四
頁
。

５
報
告
瞥
で
は
七
大
学
の
合
計
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
比
較
の
便
を
考
え
て
、
原
資
料
を
加
工
し
沖
縄
県
内
二
大
学
と
そ
の
他
五
大

学
に
分
け
て
数
字
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
言
う
県
内
学
生
と
は
、
沖
縄
県
内
の
二
大
学
に
在
籍
す
る
学
生
の
意
で
あ
り
、
沖
縄
県
出
身

学
生
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
何
を
も
っ
て
出
身
地
と
す
る
か
の
議
論
は
あ
ろ
う
が
こ
こ
で
は
置
く
）
。
調
査
一
、
二
七
八
人
中
、

出
身
高
校
所
在
地
を
見
る
と
三
六
○
人
が
沖
縄
県
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
県
内
二
大
学
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
故
、
県
内
の
調
査
対
象
学
生
四
五
一
人
中
約
八
割
が
沖
縄
県
出
身
者
と
み
な
さ
れ
る
。

６
『
九
州
・
沖
縄
地
区
学
生
の
平
和
意
識
～
昭
和
五
七
年
度
特
定
研
究
報
告
～
』
（
一
九
八
三
年
一
二
月
九
州
大
学
教
養
部
平
和
問
題
研
究
会
）

と
こ
ろ
で
、
同
研
究
会
は
一
九
八
二
年
二
月
に
も
九
州
地
区
大
学
生
の
平
和
意
識
調
査
を
行
っ
て
お
り
（
以
下
前
回
調
査
と
略
）
、

（
６
）

そ
の
結
果
も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
分
析
の
対
象
と
し
て
前
回
調
査
も
適
宜
紹
介
す
る
。

な
お
、
市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
は
、
各
地
点
ご
と
の
デ
ー
タ
が
「
九
大
八
七
年
報
告
書
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
那
覇
市
民
・

読
谷
村
民
分
に
つ
い
て
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
。
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表
１
自
分
の
気
持
に
近
い
暮
ら
し
方
は
次
の
ど
れ
で
す
か
。
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

（詔二）噸等齪卦出Ｋ器

Ｓｍ州
罵、作
纐Ｗ鼈
即騨埋
ｅ碧制
』ｅｒ
蝿岬岬
餡。昼
穐岬名
却二二
岬Ⅲ〃
ｒ岳・
剖扣穐
塵轡や
腱呈○
鯉霊長
ｅ堰塗
ｊ鶚揮
〉心部
△長幻・
田桓鵡小

榊蝋醐蝸
ｒ剛堵仙
〆麗呂剤
やｅ輕岬
心ｕｓ二
四鵯篶ｗ
ｕ二巻暮
設埋掴鳴
川亜裡網
並Ｐ二Ⅲ
鷹迂虹二
鯏叫－鵯
再翌巡星
ｊ赴謹裡
蝿〆』。長
起襲い蝿今
扣轌掲四
判。Ｗ灘
弾二ｓ蔓
牌靭填ｅ
て裡ｅ③
や鰹『蝿
亀呈函縛
役馥刈通
ｅ用岬酋
鯏型や判
禅抑里ｊ
ｒ腫旧蝉

沖
縄
２
大
学
（
8
6
年
調
査
）

0
．
金
や
名
誉
を
考
え
ず
に
自
分
の
趣
味
に
あ
っ
た
暮
ら
し
方
を
す
る
（
趣
味
）

5
3
.
6

1
．
そ
の
曰
そ
の
曰
を
の
ん
き
に
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
で
暮
ら
す
（
安
楽
）

1
6
.
0

2
．
一
生
懸
命
に
働
き
金
持
ち
に
な
る
（
財
産
）

1
2
.
8

３
．
世
の
中
の
正
し
く
な
い
こ
と
を
押
し
の
け
て
ど
こ
ま
で
も
清
く
正
し
く
暮
ら
す
（
清
廉
）

4
.
7

４
．
自
分
の
一
身
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
社
会
の
た
め
に
す
べ
て
を
捧
げ
て
暮
ら
す
（
社
会
）

2
.
9

5
．
ま
じ
め
に
勉
強
し
て
、
名
を
あ
げ
る
（
名
誉
）

4
.
5

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

5
.
4



図
１
「
自
分
の
気
持
に
近
い
暮
ら
し
方
」
年
度
別
推
移

6
０

（鐘謡珪）（剛露ＫＲ）掴羅寵掴晨Ｈｅ甜朴Ｋ任唾露鴬

(
趣
味

）
5
０

4
０

3
０

2
０

(
安
楽
）

１
５

(
財
産
）

1
０

(
名
誉
）

(
清
廉
）

(
社
会
）

５％

戸《
｡

1
9
5
3
１
９
５
８
１
９
６
３
１
９
６
８
１
９
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（
３
）

参
考
ま
で
に
、
琉
球
大
学
で
全
学
生
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
た
誉
一
生
生
活
実
態
調
査
（
以
下
で
は
「
琉
大
実
態
調
査
」
と
略
）

の
類
似
の
質
問
を
紹
介
し
よ
う
（
表
２
）
。
「
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
」
「
幸
せ
な
室
睦
生
活
」
「
趣
味
に
あ
っ
た
暮
ら
し
」
が
上

位
を
占
め
、
「
社
会
の
た
め
」
「
迷
惑
を
か
け
な
い
」
が
一
一
％
台
で
あ
る
。
「
自
分
の
限
界
ま
で
思
い
切
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
」
も
一
○
・
一
一
％
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
九
大
調
査
と
一
致
す
る
傾
向
を
示
す
と
一
一
一
一
口
え
よ
う
。

削
画
歓
舜
汁
一
掛
侃
さ
弁
尹
肝
餓
硴
逗
汁
ラ
ト
蝋
帥
バ
ラ
州
４
菅
。

:…削鯛ト
ー￣

|豆

盲 ｜
国
・
四
一

一‐‐‐‐‐‐‐‐ｌ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐」

巨
・
帥
ｓ
吉

ご
・
汰
昔
行
び
牒
襲
餅
管
二
鉢
ラ
肝
Ｊ
汽
鋼
い
ほ
汁
乞

Ｐ
ｍ
ｊ
ｓ
で
Ｃ
汁
ラ
、
叶
餅
←
ベ
ゾ
繭
顕
罫
行
か
臓
弓
舛
輌
い
で
餅
で
汁
乞

Ｐ
舛
行
触
斗
が
行
咋
肝
血
牢
ｓ
遍
細
縣
剣
畑
ご
腓
Ｊ
ハ
ギ
オ
マ
ピ
噂
庁
八
軒
汁
乞

司
血
牢
皿
坤
肝
ご
洋
肋
Ｓ
汁
ｓ
百
鉢
が
肝
Ｊ
片
ン
肝
献
俳
ご
汁
乞

９
．
覇
か
騨
渦
汽
併
酔
舂
シ
サ
⑩
師
鐵
映
昔
小
肝
煎
餅
一
汁
百

９
臓
壷
研
が
冊
咋
鉢
渕
岡
肝
煎
餅
Ｆ
汁
乞

Ｐ
彫
で
鹸
嘩
恥
雌
剖
縣
汽
ノ
血
牢
貝
陵
系
行
針
Ｊ
汁
鋼
い
ほ
餅
一
汁
ラ

学
小
Ｓ
ｍ
州
Ｓ
ｍ
餅
誰
１
割
ソ
〈
宍
〈
肝
で
鉢
ご
ｍ
輔
い
で
荷
う

醇
洞
団
血
汽
寧
タ
ペ
鱗
萌
弓
汽
臓
甘
舛
鯛
⑩
一
郎
庁
汁
乞

Ｆ
鹸
那
ノ
苦
白
ゾ
母
例
餅
茄
汁
ラ

国
・
『

函
・」

函
①
。
『

骨
◎
・
国

国
・
函

函
・
国

」
①
。
、

垣
・
つ

『
・
酉

ｍ
・
函

、
。
②
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設
問
２
は
「
今
の
日
本
の
社
会
を
良
い
社
会
と
思
う
か
悪
い
社
会
と
思
う
か
」
を
た
ず
ね
る
。
現
状
を
「
良
い
社
会
」
「
ま
あ
良

い
社
会
」
と
思
っ
て
い
る
の
が
、
九
州
五
大
学
学
生
（
以
下
「
九
州
」
と
略
）
は
五
一
一
・
一
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
沖
縄
二
大
学
学
生

（
以
下
「
沖
縄
」
と
略
）
は
六
一
・
一
一
一
％
と
九
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、
県
内
学
生
の
現
状
肯
定
的
特
質
を
示
し
て
い
る
。

琉
大
実
態
調
査
で
は
表
３
の
よ
う
な
発
問
に
よ
っ
て
学
生
の
社
会
観
を
調
査
し
て
い
る
。
表
４
が
そ
の
結
果
で
あ
る
が
、
琉
大
学

生
は
一
般
に
日
本
社
会
を
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
対
立
」
で
は
な
く
「
平
和
」
、
「
制

約
」
で
は
な
く
「
自
由
」
、
「
衰
退
」
で
は
な
く
「
発
展
」
、
「
貧
し
い
」
で
は
な
く
「
豊
富
」
、
「
混
乱
」
で
は
な
く
「
安
定
」
の

社
会
と
し
て
み
て
お
り
、
基
本
的
に
良
い
状
態
と
し
て
現
状
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
｜

し
か
し
、
「
明
る
い
」
「
暖
か
い
」
「
健
全
」
よ
り
は
「
暗
い
」
「
冷
た
い
」
「
退
廃
」
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
強
い
見
方
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

馴
四
飼
甫
Ｓ
ｍ
針
Ｓ
洋
恥
一
ｍ
に
Ｓ
央
山
弁
ミ
メ
ー
噂
餅
瑚
吠
鵬
斗
ご
・
（
②
０
蟻
ご
酬
引
肌
ワ
・
）
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２
平
和
イ
メ
ー
ジ

設
問
３
は
「
あ
な
た
に
と
っ
て
の
平
和
と
は
何
か
、
イ
メ
ー
ジ
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
を
選
べ
」
と
た
ず
ね
て
い
る
。
「
戦
争
の

な
い
状
態
」
が
一
一
四
・
四
％
で
一
位
、
「
心
の
平
静
」
が
二
三
・
一
％
で
一
一
位
、
こ
の
順
序
は
九
州
も
変
わ
ら
ず
、
数
値
も
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
若
干
の
違
い
を
見
せ
る
の
は
、
「
秩
序
」
を
選
ん
だ
の
が
、
九
州
で
六
・
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
沖
縄
は
二
・
○

％
で
有
意
の
差
と
思
わ
れ
る
。
秩
序
重
視
す
な
わ
ち
現
状
肯
定
性
の
特
徴
が
こ
こ
で
も
表
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
市
民
意
識
と
比
較
す
る
と
、
那
覇
、
読
谷
と
も
「
戦
争
の
な
い
状
態
」
が
お
よ
そ
五
○
％
で
あ
り
、
「
心
の
平
静
」
は
一

五
％
強
に
す
ぎ
な
い
。
学
生
で
「
心
の
平
静
」
の
割
合
が
高
く
な
る
の
は
青
年
期
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

３
戦
争
の
際
の
行
動
・
戦
争
の
原
因

設
問
４
は
、
「
身
近
か
で
戦
争
が
起
こ
り
そ
う
な
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
す
る
か
」
を
た
ず
ね
る
。
「
わ
か
ら
な
い
」
二
二
％
、
「
危

Ｉ
Ⅲ
Ｉ

鯛
一
ｍ
Ｈ
洋
恥
Ｓ
Ａ
渓
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縢
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４
国
を
守
る
姿
勢

設
問
６
は
「
戦
争
の
と
き
、
国
民
は
一
つ
に
ま
と
ま
る
べ
き
か
」
を
た
ず
ね
る
。
「
そ
の
通
り
だ
と
思
う
」
二
・
四
％
に
対
し
、

「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
が
四
一
一
一
・
三
％
で
四
倍
に
近
い
。
個
人
主
義
の
浸
透
が
見
ら
れ
る
。
九
州
と
比
較
す
る
と
、
「
そ
う
は
思
わ
な

い
」
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
「
そ
の
通
り
だ
と
思
う
」
が
少
な
い
（
九
州
一
五
・
九
％
、
沖
縄
二
・
四
％
）
こ
と
は
、
沖

縄
の
歴
史
的
文
化
的
背
景
を
反
映
し
た
有
意
の
差
か
も
し
れ
な
い
。

５
ア
ジ
ア
関
係
、
ア
ジ
ア
人
の
日
本
観

設
問
７
と
８
は
ア
ジ
ア
観
に
つ
い
て
で
あ
る
。
設
問
７
は
今
後
の
日
本
の
ア
ジ
ア
政
策
を
た
ず
ね
る
。
「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
べ
き
」
が
三
一
・
五
％
で
一
位
で
あ
り
、
「
反
発
を
か
っ
て
い
る
か
ら
、
少
し
手
を
引
く
べ
き
」
の
二
○
・
六
％
を
か

注
目
さ
れ
る
。

害
が
肉
親
や
親
せ
き
に
お
よ
ば
な
い
よ
う
に
手
を
つ
く
す
」
一
九
・
六
％
、
「
国
連
な
ど
国
際
機
関
へ
の
働
き
か
け
」
一
八
％
の
順

と
な
っ
て
い
る
。
九
州
に
比
べ
る
と
、
「
国
際
機
関
へ
の
働
き
か
け
」
が
高
く
（
九
州
一
三
・
四
％
）
、
「
危
害
が
肉
親
や
親
せ
き
に

お
よ
ば
な
い
よ
う
に
手
を
つ
く
す
」
「
地
域
の
安
全
確
保
」
な
ど
積
極
行
動
派
が
多
く
、
「
成
り
ゆ
き
ま
か
せ
」
が
少
な
い
こ
と
が

設
問
５
は
戦
争
の
原
因
を
た
ず
ね
る
。
「
国
家
間
の
利
害
対
立
」
が
六
割
前
後
で
一
位
を
し
め
る
こ
と
は
、
九
州
も
沖
縄
も
同
様

で
あ
る
。
次
い
で
、
沖
縄
で
は
、
「
軍
隊
と
兵
器
が
あ
る
か
ら
」
を
あ
げ
る
の
が
一
二
・
○
％
で
二
位
で
あ
る
の
に
対
し
、
九
州
で

は
七
・
七
％
で
四
位
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
基
地
の
島
沖
縄
の
現
実
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
基
地
の
存
在
で
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

る
不
安
感
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
設
問
喝
の
ソ
連
脅
威
論
が
沖
縄
に
お
い
て
高
い
の
も
同
様
に
解
さ
れ
よ
う
。
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な
り
上
回
り
、
ア
ジ
ア
に
対
す
ゑ
撞
越
姿
勢
の
選
択
が
目
立
つ
。

設
問
８
は
「
日
本
は
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か
」
を
た
ず
ね
る
。
「
侵
略
賑
戦
争
へ
の
反
省
が
足
り

な
い
」
五
三
・
二
％
、
「
ア
ジ
ア
人
を
蔑
視
し
て
い
る
」
五
○
・
八
％
、
「
ア
ジ
ア
の
資
源
や
富
を
吸
い
上
げ
、
産
業
自
然
を
破
壊
し

て
い
る
」
三
六
・
一
一
％
と
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
受
け
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
者
が
多
く
、
「
同
じ
ア
ジ
ア
人
と
し
て
親
近
感
を
持

た
れ
て
い
る
」
は
わ
ず
か
四
・
五
％
、
「
平
和
国
家
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
」
四
・
九
％
に
す
ぎ
な
い
。
設
問
７
で
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
べ
き
と
す
る
者
が
比
較
的
多
数
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
九
州
と
比
較
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
を
予
想
す
る
者
が
多
く
、
プ
ラ
ス
評
価
を
予
想
す
る
者
が
少
な
い
と
い
う
大

き
な
傾
向
で
は
一
致
す
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
評
価
予
想
は
す
べ
て
の
選
択
肢
に
お
い
て
沖
縄
で
少
な
く
、
プ
ラ
ス
評
価
予
想
は
す
べ
て

の
選
択
肢
で
沖
縄
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
表
５
）
。

鯛
、
、
丹
一
叫
刈
ｕ
刈
彗
⑰
に
Ｓ
労
Ｊ
－
ｎ
抑
⑪
言
バ
ラ
猷
斤
融
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i3Hl菌瑠
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Ｈ
－
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６
白
］
衛
艶
豚

（
３
）

一
九
八
六
年
の
一
一
月
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
調
査
で
、
沖
縄
の
白
星
飽
啄
の
今
後
に
つ
い
て
「
頚
嘩
仏
で
い
く
」
が
五
○
％
を
し
め
た
こ

と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
復
帰
後
次
棗
に
県
民
の
白
鶴
麗
墜
谷
認
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
学
生
は
白
墨
解
隊
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る

か
。
評
簡
凶
９
は
「
自
衛
隊
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
か
」
を
た
ず
ね
る
。
「
な
い
方
が
よ
い
」
二
九
・
一
一
％
で
「
あ
っ
た
方
が
よ
い
」
一
一

三
・
八
％
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
九
州
と
比
較
す
る
と
、
「
あ
っ
た
方
が
よ
い
」
と
す
る
の
が
九
州
三
○
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し

沖
縄
二
三
・
八
％
で
、
白
露
騨
豚
支
持
は
な
お
沖
縄
で
弱
い
。
ま
た
、
前
回
調
査
で
は
、
発
問
の
仕
方
が
異
な
り
「
自
衛
隊
の
存
在
に

意
味
が
あ
る
か
」
と
い
う
た
ず
ね
か
た
で
あ
っ
た
の
で
、
直
捺
的
比
較
は
で
き
な
い
が
、
「
意
味
が
あ
る
」
三
○
％
で
「
意
味
は
な

い
」
二
五
％
を
上
回
っ
て
い
た
。
今
回
、
「
な
い
方
が
よ
い
」
が
多
溺
琶
な
ｈ
酋
艮
鰯
啄
に
対
し
、
批
判
が
強
ま
っ
た
か
に
み
え
る
。

ま
た
、
設
問
⑫
－
２
は
自
衛
隊
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
些
喋
武
装
し
て
強
化
」
「
非
核
で
強
化
」
両
者
合

わ
せ
た
強
ル
塞
翻
百
は
、
前
回
調
査
と
比
べ
一
三
・
八
％
か
ら
七
・
二
％
に
減
少
し
、
縮
小
諺
石
・
廃
止
論
有
を
合
わ
せ
た
数
は
わ
ず

か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る
。
「
九
大
八
七
圧
報
告
書
」
は
「
前
面
と
比
較
し
て
自
衛
隊
に
対
す
る
一
合
定
的
な
態
度
が
や
や
強
ま
っ
て

（
４
）
（
５
）

い
る
」
と
分
析
し
、
「
こ
の
よ
う
な
傾
同
は
中
曽
根
内
閣
の
軍
拡
政
策
に
対
す
る
国
民
の
不
安
や
批
判
の
表
れ
で
あ
る
と
解
す
る
」
と

（
６
）

す
る
が
、
》
」
の
分
析
は
沖
縄
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

自
衛
隊
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
す
る
者
に
そ
の
理
由
を
た
ず
ね
る
の
が
設
問
ｍ
で
あ
る
（
勢
簡
で
は
三
つ
以
内
あ
げ
よ
、
と
な
っ

何
か
に
つ
け
て
沖
縄
は
南
の
玄
関
と
い
わ
れ
、
ア
ジ
ア
と
の
親
近
感
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
留
学
生
が
沖
縄
は
日
本
各

地
に
比
べ
過
ご
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
数
値
は
こ
の
よ
う
な
情
況
を
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
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て
い
る
が
、
手
も
と
の
資
料
は
第
一
順
位
で
選
択
し
た
デ
ー
タ
し
か
な
い
の
で
、
以
下
は
第
一
順
位
選
択
者
に
つ
い
て
で
あ
る
）
。

「
災
害
出
動
な
ど
民
生
安
定
に
協
力
」
三
七
・
二
％
が
一
位
に
あ
が
り
、
自
衛
隊
法
冒
頭
で
自
衛
隊
の
任
務
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
る

「
侵
略
を
防
ぐ
」
二
三
・
一
一
一
％
を
上
回
る
の
は
こ
れ
ま
で
の
学
生
調
査
と
同
様
で
あ
る
。
沖
縄
が
九
州
と
異
な
る
の
は
、
失
業
救
済

を
自
衛
隊
の
存
在
理
由
に
あ
げ
た
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
（
沖
縄
八
・
八
％
、
九
州
四
％
）
。
失
業
に
悩
む
沖
縄
社
会
の
反
映
か
と

７
安
全
保
障
の
方
式

設
問
胆
の
１
は
、
日
米
安
保
条
約
の
今
後
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。
有
事
駐
留
が
三
四
・
八
％
と
一
位
、
つ
い
で
「
現
状
維
持
」
が

二
四
・
九
％
、
「
廃
棄
」
が
一
八
・
七
％
で
あ
る
。
前
回
調
査
に
比
較
し
、
廃
棄
派
が
減
り
、
現
状
維
持
と
有
事
駐
留
が
増
え
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
有
事
駐
留
派
を
現
状
批
判
と
見
れ
ば
安
保
批
判
派
は
五
三
・
五
％
（
九
州
五
四
・
｜
％
）
で
あ
る
。
他
方
、
有

事
駐
留
派
を
基
本
的
に
は
安
保
を
前
提
と
し
て
い
る
と
見
れ
ば
安
保
肯
定
者
は
六
四
・
二
％
（
九
州
五
九
・
○
％
）
と
な
る
。
九
州

と
比
較
し
安
保
の
肯
定
度
が
高
く
、
し
か
も
廃
棄
派
は
九
州
よ
り
明
確
に
少
な
い
（
九
州
二
四
・
二
％
、
沖
縄
一
八
・
七
％
）
。
前

回
調
査
以
来
確
認
さ
れ
て
い
る
沖
縄
学
生
の
安
保
容
認
度
の
高
さ
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

設
問
妃
の
２
は
自
衛
隊
の
今
後
の
あ
り
方
を
た
ず
ね
る
。
「
現
状
維
持
」
三
一
・
六
％
で
一
位
、
「
縮
小
」
が
一
一
一
○
・
○
％
で
二

自
衛
隊
は
な
い
方
が
よ
い
と
す
る
者
に
そ
の
理
由
を
た
ず
ね
る
の
が
設
問
ｕ
で
あ
る
。
「
か
え
っ
て
戦
争
の
危
険
を
ま
す
」
二
二
・

七
％
が
一
位
、
「
武
器
で
堕
衛
は
で
き
な
い
」
が
一
八
・
六
％
と
続
く
。
九
州
と
比
較
す
る
と
、
「
基
地
問
題
が
生
じ
る
」
が
沖
縄
で

は
一
二
・
一
％
で
四
位
で
あ
る
の
対
し
、
九
州
で
は
三
・
六
％
で
八
位
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
基
地
被
害
に
悩
む
沖
縄
』
の
意

（
７
）

識
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

思
わ
れ
る
。
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８
ソ
連
脅
威
・
戦
争
の
可
能
性

設
問
畑
は
「
ソ
連
が
日
本
を
攻
撃
し
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
う
か
」
を
た
ず
ね
る
。
「
思
う
」
が
三
九
・
六
％
で
「
思
わ
な

い
」
三
○
・
九
％
を
上
回
る
。
九
州
で
は
、
こ
れ
が
逆
転
し
「
思
わ
な
い
」
が
多
く
な
る
。
ソ
連
の
極
東
に
配
備
さ
れ
た
核
ミ
サ
イ

ル
が
沖
縄
の
米
軍
基
地
を
目
標
に
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
基
地
の
存
在
が
県
内
筆
Ｊ
生
の
不
安
感
を
強
め
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
設
問
焔
が
、
「
日
本
が
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
」
を
た
ず
ね
た
の
に
対
し
、
「
ソ
連
が
一
方
的
に

侵
略
し
て
く
る
」
と
答
え
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
ず
に
二
・
一
％
）
、
「
米
ソ
対
決
の
際
に
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
協
力
が
あ
る
た
め

ソ
連
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
」
と
答
え
た
の
が
六
六
・
一
％
と
圧
倒
的
多
数
に
な
る
こ
と
か
ら
も
一
曇
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が

日
米
図
安
保
批
判
に
直
接
的
に
結
び
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
、
設
問
岨
の
１
の
結
果
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
多
く
の
学
生
に

と
っ
て
日
米
’
安
保
は
諸
刃
の
剣
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
米
‐
安
保
と
い
う
集
団
安
全
保
障

体
制
は
日
本
の
平
和
に
役
立
っ
て
い
る
と
同
時
に
場
苔
に
よ
っ
て
は
、
米
ソ
問
戦
争
に
日
本
が
巻
き
込
ま
れ
る
原
因
に
な
る
可
能
性

を
持
つ
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

位
、
「
廃
止
」
一
八
・
六
％
と
続
く
。
自
衛
隊
の
項
で
も
触
れ
た
が
、
「
核
武
装
・
強
化
」
「
非
核
で
強
化
」
の
強
化
論
者
は
七
・
二

％
、
「
廃
止
」
は
一
八
・
六
％
と
、
廃
止
論
者
が
二
倍
以
上
多
い
。
「
縮
小
」
と
「
廃
止
」
を
合
わ
せ
る
と
五
割
に
近
い
。
「
現
状
維

持
」
を
現
状
程
度
に
と
ど
め
る
べ
き
で
拡
張
政
策
に
は
反
対
と
い
う
批
判
派
と
見
る
な
ら
ば
、
政
府
の
自
衛
隊
政
策
に
批
判
的
な
者

は
約
八
○
％
に
な
る
。
他
方
、
「
現
状
維
持
」
も
「
縮
小
」
も
基
本
的
に
は
自
衛
隊
の
存
在
を
是
認
を
す
る
立
場
と
見
る
な
ら
ば
、

今
後
も
自
衛
隊
を
支
持
す
る
者
は
約
七
○
％
と
な
る
。
九
州
と
比
べ
て
沖
縄
の
特
徴
は
な
く
、
前
回
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
廃
止
派

が
激
減
し
そ
の
分
縮
小
派
が
増
え
た
こ
と
、
強
化
派
が
減
り
そ
の
分
現
状
維
持
が
増
え
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
経
済
摩
擦
の
結
果
と
し
て
日
米
間
戦
争
の
可
能
性
を
考
え
る
者
が
五
・
三
％
お
り
、
ソ
連
の
侵

略
を
予
測
す
る
者
よ
り
は
る
か
に
多
い
こ
と
、
そ
し
て
一
凹
凹
調
査
よ
り
若
干
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
日

米
関
係
と
国
民
意
識
の
動
向
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
ろ
う
。

設
問
ｕ
は
「
ソ
連
が
攻
撃
し
て
き
た
と
き
ど
う
す
る
か
」
を
た
ず
ね
る
。
「
そ
の
時
に
考
え
る
」
が
三
五
・
二
％
で
一
位
、
「
武

力
に
よ
ら
な
い
方
法
で
》
趣
抗
」
が
二
○
・
｜
％
で
一
一
位
、
「
一
切
抵
抗
せ
ず
逃
げ
る
」
が
一
三
・
七
％
で
一
一
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
「
一

切
抵
抗
せ
ず
降
参
す
る
」
が
九
州
で
は
六
・
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
沖
縄
で
一
○
・
五
％
と
い
う
の
は
、
陸
上
戦
の
悲
惨
さ
が
沖
縄

で
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
有
意
の
差
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

設
問
焔
は
、
「
日
本
が
戦
争
を
お
こ
な
っ
た
り
、
ま
き
こ
ま
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
」
を
た
ず
ね
る
。
「
強
く
感
じ
る
」
「
多
少
は
感

じ
る
」
合
わ
せ
て
八
一
・
九
％
の
高
率
と
な
っ
て
い
る
。

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
設
問
田
で
ソ
連
が
攻
撃
し
て
く
る
と
思
わ
な
い
者
が
四
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
設
問
胆
で
ソ
連
が

一
方
的
に
侵
略
し
て
く
る
と
思
う
者
も
減
少
し
て
い
る
。
最
近
の
ソ
連
の
外
交
政
策
へ
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

９
原
子
力
発
電

設
問
灯
は
、
「
原
子
力
発
電
の
増
強
」
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。
反
対
は
「
安
全
性
未
確
認
・
放
射
能
汚
染
の
心
配
で
反
対
」
が
三
八
・

六
％
、
「
放
射
能
廃
棄
物
の
処
理
技
術
が
未
確
立
で
反
対
」
が
一
五
・
四
％
、
「
軍
事
目
的
転
用
の
お
そ
れ
で
反
対
」
が
七
・
○
％
、

合
計
で
六
割
を
越
え
る
。
そ
れ
に
対
し
、
賛
成
は
「
有
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
か
ら
賛
成
」
二
○
・
六
％
、
「
経
済
的
だ
か
ら
賛
成
」

二
・
五
％
、
合
計
二
一
一
一
・
一
％
に
と
ど
ま
り
、
反
対
派
が
圧
倒
し
て
い
る
。
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と
な
っ
て
い
る
。
「
極

批
判
的
と
い
え
よ
う
。

設
問
畑
は
軍
需
産
業
へ
の
就
職
を
た
ず
ね
る
。
「
軍
需
品
を
扱
う
企
業
・
官
庁
へ
は
就
職
し
な
い
」
二
八
・
九
％
で
一
位
で
あ
る

が
、
他
方
「
自
分
の
就
職
選
択
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
」
と
す
る
者
も
二
六
・
七
％
い
る
。
理
念
理
想
と
現
実
の
問
題
と

の
乖
離
現
象
が
見
ら
れ
る
。

注

１
数
値
は
『
九
大
八
七
年
報
告
轡
』
似
頁
よ
り
引
用
。
原
出
典
は
日
高
六
郎
編
『
戦
後
日
本
を
考
え
る
』
筑
摩
瞥
房
一
九
八
六
年
。
な
お
、
グ
ラ

フ
中
の
八
六
年
度
の
数
値
は
九
州
七
大
学
で
あ
る
。

２
琉
球
大
学
学
生
部
『
昭
和
六
○
年
度
学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
瞥
』
四
五
頁
。

３
沖
縄
タ
イ
ム
ス
一
九
八
七
年
一
月
一
日
。
「
沖
縄
の
自
衛
隊
を
今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」
。
強
化
す
る
（
五
・
六
％
）
、
現
状

で
い
く
（
五
○
・
○
％
）
、
縮
小
す
る
（
二
一
・
○
％
）
、
撤
去
す
る
（
’
四
・
八
％
）
。
な
お
、
同
趣
旨
の
質
問
で
八
七
年
四
月
の
琉
球
新

報
調
査
（
琉
球
新
報
一
九
八
七
年
五
月
一
二
日
）
で
は
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
四
○
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。

４
「
九
大
八
七
年
報
告
書
」
七
頁
、
九
頁
。

５
総
理
府
の
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
対
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
防
衛
予
算
の
規
模
に
つ
い
て
「
増
額
し
た
方
が
よ
い
」
は
五
三
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
で
あ
り
、
逆
に
「
今
よ
り
少
な
く
て
よ
い
」
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
朝
日
新
聞
八
八
年
六
月
二
七
日
（
図
と
も
）
。

、
軍
需
産
業
・
進
路

設
問
肥
は
、
軍
需
産
業

軍
需
産
業
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。
「
徐
徐
に
縮
小
」
が
三
九
・
六
％
で
一
位
、
「
現
状
維
持
」
が
一
一
三
・
一
一
一
％
と
一
一
位

。
「
極
力
強
化
」
は
一
二
％
に
す
ぎ
ず
、
他
方
「
即
時
全
廃
」
は
九
・
七
％
で
あ
り
、
学
生
は
軍
需
産
業
に
対
し
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６
参
照
、
仲
地
「
沖
縄
県
内
大
学
生
の
平
和
意
識
」
琉
大
法
学
三
六
号
四
一
一
一
・
四
四
頁
。

７
も
つ
と
も
沖
縄
の
基
地
問
題
で
い
う
と
、
反
戦
感
憎
は
別
と
し
て
現
実
の
基
地
公
害
の
ほ
と
ん
ど
は
米
軍
基
地
問
題
で
あ
り
、
自
衛
隊
の
そ
れ

で
は
な
い
。

防衛予算の規模に対する意識(数字は％）

合 回

＃壇’59年11月

56年12月

53年12月

50年10月

47年11月

44年９月

増額した方がよい

会の程度

合より少なくてよい

でよい ｜わからない

配ZZZ;ZUri彩りZ〃ﾛﾛ、

画

20.1■勿勿'47.3′'/Z'Zｳ〃？’鶴15.0： 17.6

11.21Z’'？'Z/〃58.ｍｚＺｚﾉﾉﾉﾉｼl蕊i9JEl蕊 11.7

22.6

〃'〃'48211〃niii5:Zi鬮
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ク
ロ
ス
分
析
を
す
る
余
裕
が
な
く
、
調
査
結
果
の
紹
介
も
以
上
の
よ
う
な
概
要
に
と
ど
ま
る
。
全
体
を
通
し
て
、
沖
縄
県
内
学
生

に
つ
い
て
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

⑪
現
状
を
受
け
入
れ
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
現
状
肯
定
的
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
九
州
学
生
よ
り
も
強
い
。
②
九
州
学
生
と
比
較
す

る
と
、
沖
縄
学
生
の
意
識
に
、
沖
縄
の
地
理
的
、
歴
史
的
、
あ
る
い
は
現
実
の
社
会
的
情
況
を
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
③
自
衛
隊
に
つ
い
て
言
え
ば
、
自
衛
隊
の
積
極
的
支
持
は
四
分
の
一
に
達
せ
ず
、
九
州
学
生
と
比
較
し
て
も
支
持
は
弱
く
、

前
回
調
査
と
比
較
す
れ
ば
自
衛
隊
に
対
し
て
は
や
や
批
判
的
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
側
安
保
条
約
に
つ
い
て
言
え
ば
、
廃
棄
を
求
め
る

者
は
二
割
に
達
せ
ず
、
九
州
学
生
と
比
較
し
て
容
認
度
は
高
く
、
前
回
調
査
と
比
較
し
て
も
容
認
度
は
高
ま
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に



資
料
：
調
査
票
と
単
純
集
計
の
結
果

『伊

平
和
意
識
に
関
す
る
調
査

回
答
は
、
該
当
す
る
番
号
を
○
印
で
囲
ん
で
下
さ
い
。

(
1
)
年
齢
歳
（
数
字
を
記
入
し
て
下
さ
い
）

(
2
)
性
別
０
．
男
１
．
女

(
3
)
専
攻
0
．
文
系
１
．
理
系

(
4
)
学
年
０
．
１
年
１
．
２
年
２
．
３
年

(
5
)
出
身
高
校
所
在
地
県
（
都
・
道
・
府
）

(
県
名
を
記
入
し
て
下
さ
い
）

４
．
４
年

（霊雲）中等鯉軸輯Ｋ雷

問
１
自
分
の
気
持
に
近
い
暮
ら
し
方
は
次
の
ど
れ
で
す
か
。
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

Ｏ
金
や
名
誉
を
考
え
ず
に
自
分
の
趣
味
に
あ
っ
た
暮
ら
し
方
を
す
る

5
0
.
0

5
3
.
6

Ｌ
そ
の
曰
そ
の
日
を
の
ん
き
に
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
で
暮
ら
す

1
9
.
2

1
6
.
0

２
．
－
生
懸
命
に
働
き
金
持
に
な
る

1
1
.
0

1
2
.
8

３
．
世
の
中
の
正
し
く
な
い
こ
と
を
押
し
の
け
て
ど
こ
ま
で
も
清
く
正
し
く
暮
ら
す

3
.
3

４
７

4
．
自
分
の
一
身
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
社
会
の
た
め
に
す
べ
て
を
捧
げ
て
暮
ら
す

1.3
2
.
9

5
．
ま
じ
め
に
勉
強
し
て
、
名
を
あ
げ
る

5
.
7

４
５

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

9
.
4

5
.
4



問
２
．
あ
な
た
は
、
い
ま
の
日
本
の
社
会
を
良
い
社
会
だ
と
思
い
ま
す
か
、
悪
い
社
会
だ
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
な
か
か
ら
最
も
近
い
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

￣男
爵
＝

（鍵暑珪）（緬霊Ｋ員）綱露纏掴晨Ｈｅ判軒Ｋ厘哩騒鴬

問
３
あ
な
た
に
と
っ
て
、
「
平
和
」
と
は
何
で
す
か
。
あ
な
た
の
イ
メ
ー
ジ
に
最
も
近
い
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

②』

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
良
い
社
会
で
あ
る

5.1
8
.
0

１
●
ま
あ
ま
あ
良
い
社
会
で
あ
る

4
7
.
1

5
3
.
3

2
$
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
4
.
1

2
7
.
8

3
．
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
悪
い
社
会
で
あ
る

1
3
.
7

1
０
９

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

０
．
心
の
平
静

2
6
.
0

2
3
.
1

１
●
繁
栄

2
.
2

2
.
2

2
．
神
の
み
こ
こ
ろ

0
.
8

1
.
8

ａ
正
義

3
.
0

2
.
7

４
．
秩
序

6
.
7

1
1
.
0

5
．
愛

1
2
.
9

1
4
.
8

6
．
戦
争
の
な
い
状
態

2
6
.
7

2
4
.
4

7
．
国
際
友
好

1
5
.
6

1
5
.
2

8
．
搾
取
の
な
い
状
態

2
.
9

2
.
5

9
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

3
.
2

2
.
2



間
４
身
近
か
で
、
戦
争
が
お
こ
り
そ
う
な
場
合
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

⑫←お霊ご酔悪鰹卦填Ｋ婿

問
５
あ
な
た
は
､
戦
争
i
b
(
お
こ
る
の
は
な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
な
か
か
ら
最
も
近
い
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い

沖
縄
２
大
学

（
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

（
8
2
年
調
査
）

九
州
５
大
学

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
戦
争
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
、
神
か
仏
に
祈
る

6
.
2

4
.
0

1
．
戦
争
の
危
害
が
少
な
く
と
も
肉
親
や
親
戚
の
者
に
お
よ
ば
な
い
よ
う
に
手
を
つ
く
す

1
6
.
3

1
9
.
6

2
．
自
分
が
日
常
生
活
を
お
く
っ
て
い
る
地
域
の
安
全
は
確
保
す
る
よ
う
に
す
る

9
.
0

1
1
.
2

3
．
政
府
の
安
全
保
障
政
策
に
協
力
す
る

8
.
6

8
.
5

4
．
戦
争
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
､
国
連
な
ど
の
国
際
機
関
に
自
分
な
り
の
働
き
か
け
を
す
る

13.4
18.0

5
．
成
り
行
き
に
ま
か
せ
る

2
Ｌ
６

15.1

６
．
わ
か
ら
な
い

2
Ｍ

2
2
.
0

7
．
そ
の
他
(
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

4.0
1.6

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
人
間
に
は
も
と
も
と
戦
い
を
好
む
心
が
あ
る
か
ら

9
.
1

8
.
7

1
．
特
定
の
思
想
や
宗
教
を
信
じ
る
者
が
い
る
か
ら

4
.
4

8
.
7

2
．
戦
争
に
よ
っ
て
金
も
う
け
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
い
る
か
ら

9
.
2

7
.
3

3
．
軍
隊
と
兵
器
が
あ
る
か
ら

7
.
7

1
2
.
0

4
．
国
家
間
の
利
害
が
対
立
す
る
か
ら

6
3
.
5

5
8
6

5
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

6
.
1

4
.
7



問
６
「
い
ざ
戦
争
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
国
民
は
一
つ
に
ま
と
ま
る
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。

九
州
５
大
学

Ｐ

（鍵漫葦）（綱震ＫＲ）剛騒寵掴晨時Ｇ判齢顎厘唾露鍵

問
７
日
本
は
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

炉鈩

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

０
．
そ
の
通
り
だ
と
思
う

1
5
.
9

1
1
.
4

1
．
そ
う
は
思
わ
な
い

4
3
.
9

4
3
.
3

２
．
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

2
7
.
2

3
2
.
1

３
゜
わ
か
ら
な
い

9
.
7

1
0
.
7

4
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

3
.
3

2
.
5

九
州
５
大
学

（
沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

O
・
日
本
は
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
だ

2
7
.
7

3
Ｌ
５

1
．
今
の
ま
ま
で
よ
い

1
8
.
8

1
8
.
8

2
．
反
発
を
か
っ
て
い
る
か
ら
、
少
し
手
を
引
く
べ
き
だ

2
0
.
9

2
0
.
6

３
．
わ
か
ら
な
い

1
6
.
9

1
7
.
5

４
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

1
5
.
6

1
1
.
6



問
Ｂ
あ
な
た
は
、
今
の
曰
本
は
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

⑭』

Ｊ
Ｄ
ｕ
ｊ
刀
、
。

』
】
し
＆
、
７

（詔雪）巾專艦朴潤Ｋ鱈

＝
Ｅ
。
Ｈ
１ 次
の
な
か
か
ら
、
そ
う
思
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
い
く
つ
で
も
あ
げ
て
下
さ
い
。

段
i
ｑ
渦
左
弁
I
±
白
衛
隊
が
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
、
な
い
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

O
・
ア
ジ
ア
外
交
の
ウ
エ
ー
ト
が
少
な
い

2
8
.
3

2
6
.
6

1
．
同
じ
ア
ジ
ア
人
と
し
て
親
近
感
を
持
た
れ
て
い
る

3
.
2

4
.
5

2
．
欧
米
諸
国
の
ま
ね
ば
か
り
し
て
、
ア
ジ
ア
の
人
々
忍
蔑
視
し
て
い
る

5
3
.
0

5
0
.
8

3
．
欧
米
諸
国
に
対
抗
で
き
る
技
ウ
『
大
国
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る

2
8
.
8

2
9
.
3

４
．
過
去
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
侵
略
戦
争
へ
の
反
省
が
足
り
な
い

5
7
.
5

5
3
.
2

５
平
和
驚
法
を
守
り
、
平
和
国
家
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る

3.1
4
.
9

６
．
ア
ジ
ア
の
国
々
に
軍
事
的
な
脅
威
を
与
え
て
い
る

1
1
.
2

６
３

７
－
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
経
済
協
力
を
通
し
て
そ
の
発
展
に
力
を
尽
し
て
い
る

1
4
.
0

1
7
.
7

8
．
ア
ジ
ア
か
ら
瞥
源
や
富
を
吸
い
上
げ
、
産
業
や
自
然
を
破
壊
し
て
い
る

4
1
.
1

3
6
.
2

9
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

1.8
Ｌ
１

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
鯛
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

０
．
あ
っ
た
方
が
よ
い

3
0
.
4

2
3
.
8

１
．
な
い
方
が
よ
い

3
0
.
0

2
9
.
2

２
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
1
.
6

4
0
.
5

３
わ
か
ら
な
い

5
.
2

3
.
3

4
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

2
.
8

3
.
1



問
１
０
〔
問
９
で
Ｏ
と
答
え
た
人
に
〕
自
衛
隊
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
理
由
は

〆
､

!；２

嚢葦）（掴驍Ｋ属）綱薦纏鶴晨時ｅ判朴Ｋ僅鴎露鮭

問
１
１
〔
問
９
で
１
と
答
え
た
人
に
〕
自
衛
隊
は
な
い
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
理
由
は

Ｕ
、

⑫隈

歩
、
上
弓
な
屋
上
で
す
か
ｎ
三
つ
以
内
あ
げ
て
下
さ
い
。

潭
、
上
二
か
ニ
レ
で
す
力
､
＿
三
つ
以
内
お
I
ず
て
下
さ
い

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
外
国
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ

2
8
.
1

2
3
.
3

1
．
国
内
の
治
安
網
寺

1
7
.
5

1
4
.
4

2
．
災
害
出
動
な
ど
民
生
の
安
定
に
協
力

3
7
.
1

3
7
.
2

3
．
失
業
救
済

4
.
0

8
.
8

４
．
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
自
由
陣
営
と
の
協
力
に
役
立
つ

3
.
6

6
.
1

5
．
国
運
の
平
和
維
持
活
動
に
協
力
で
き
る

8
.
4

8
.
8

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

1
.
2

1
.
4

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
－
今
の
白
衛
隊
の
実
力
で
は
国
の
防
衛
に
役
立
た
な
い

7
.
6

5
.
0

１
合
口
に
お
い
て
は
、
も
は
や
武
器
で
国
の
防
衛
は
で
き
な
い

1
6
.
6

1
8
.
6

２
．
白
衛
隊
は
国
民
を
抑
圧
す
る

3
.
7

6
.
2

３
ク
ー
デ
タ
ー
の
恐
れ
が
あ
る

1
.
5

2.1

4
．
国
民
の
経
済
負
担
が
大
き
い

2
2
.
6

1
5
.
6



こ
つ

C
ｂ

Ｕ
■
■
■
■
I
■
■

￣
■
四
■
I
■
■

￣
■
回
■
、
■
I
■
■

■
釦
■
、
Ⅱ
■
■
■

￣
￣

（露雪）嘩悪艦卦超Ｋ鱈

問
１
２
今
の
国
際
情
勢
の
な
か
で
、
日
本
国
民
の
安
全
を
守
る
方
法
と
し
て
、

ど
れ
が
適
当
だ
と
思
い
ま
す
か
。

（
１
）
「
曰
米
安
保
条
約
」
に
つ
い
て

２
９
．
９

３
４
．
８
２
９
．
１

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

5
．
他
国
に
対
し
て
脅
威
を
あ
た
え
る

5
.
5

4
.
1

6
．
基
地
問
題
が
生
じ
る

3
.
6

1
2
.
1

7
．
他
国
か
ら
の
侵
略
の
脅
威
は
感
じ
ら
れ
な
い

1
．
０

1.2

８
．
か
え
っ
て
戦
争
の
危
険
を
ま
す

2
4
.
5

2
2
.
7

9
．
自
衛
隊
は
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
に
な
る
存
在
で
あ
る

1
2
.
5

9
.
7

1
0
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

1
.
0

２
７

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
も
っ
と
強
化
す
る

2
.
8

4
.
5

6
.
9

1
．
現
状
を
維
持
す
る

2
6
.
3

2
4
.
9

2
0
.
2

2
．
米
軍
基
地
を
取
り
払
い
、
有
事
の
際
の
駐
留
だ
け
に
す
る

2
9
.
9

3
4
.
8

2
9
.
1

３
．
で
き
る
だ
け
早
く
廃
棄
す
る

2
4
.
2

1
8
.
7

2
5
.
1

４
．
わ
か
ら
な
い

1
5
.
6

1
6
.
4

1
7
.
1

５
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

1
.
1

O
鰺
７

1.4



(
2
)
自
衛
隊
に
つ
い
て

沖
縄
２
大
学

（
8
2
年
調
査
）

ｏ

（駐碧彗）（掴轤ＫＲ）綱驍纏掴屡時ｅ超卦Ｋ任唾騒濫

問
１
３
あ
な
た
は
、
ソ
連
が
曰
本
を
攻
撃
し
て
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

■
■
呵

￣
、
￣
函
祀

￣
、
■
旺
痂
■
■
、
￣

ＲＣ
Ｃ

九
州
５
大
学

沖
縄
２

(
8
6
年

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

０
．
も
っ
と
強
化
し
て
、
核
武
装
す
る

1.8
1
４

2
.
0

Ｌ
核
武
装
は
し
な
い
が
、
も
っ
と
武
装
を
強
化
す
る

6
.
9

5
.
8

1
1
.
8

２
．
今
の
ま
ま
で
よ
い

3
0
.
7

3
1
.
6

2
5
.
1

3
．
今
よ
り
も
武
装
を
縮
小
す
る

2
7
.
9

3
0
.
0

1
８
５

4
．
廃
止
す
る

2
0
.
4

1
8
.
6

2
8
.
1

５
．
わ
か
ら
な
い

1
0
.
2

1
1
.
2

1
３
６

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

2.1
1
.
4

0
.
8

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

０
．
思
う

3
4
.
1

3
9
.
6

3
8
.
2

1
．
思
わ
な
い

3
9
.
3

3
0
.
9

3
5
.
2

２
゜
わ
か
ら
な
い

2
3
.
9

2
7
.
5

2
5
.
1

3
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

2
.
7

２
０

1.6



飼い

問
１
４
も
し
ソ
連
が
曰
本
に
攻
撃
し
て
き
た
と
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

（
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

（
8
2
年
調
査
）

（露望）町宰艦糺出Ｋ鵠

問
１
５
将
来
、
日
本
が
戦
争
を
行
っ
た
り
、
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た
り
す
る
お
そ
れ
を
感
じ
ま
す
か
。

１
９
５
２
３
８
３
０
０

－
Ｆ
、
■
■
痂

￣
帛

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
自
衛
隊
に
参
i
l
n
し
た
り
、
協
力
し
て
戦
う

3
.
6

4
.
6

5
.
8

1
．
な
ん
ら
か
の
方
法
で
自
衛
隊
を
支
援
す
る

9
.
7

7.3
9
.
9

2
．
独
自
の
ゲ
リ
ラ
的
抵
抗
を
す
る

４
５

3
.
9

４
３

3
．
ス
ト
ラ
イ
キ
等
の
武
力
に
よ
ら
な
い
方
法
で
抵
抗
す
る

1
7
.
3

2
0
.
1

2
0
.
0

4
．
一
切
抵
抗
せ
ず
、
逃
げ
る

1
3
.
1

1
3
.
7

1
3
.
2

5
．
一
切
抵
抗
せ
ず
、
降
参
す
る

6
.
5

1
0
.
5

7
.
8

6
．
ソ
連
と
協
力
す
る

1
.
5

1.1
0
６

7
．
そ
の
時
に
考
え
る

4
0
.
0

3
５
２

3
５
５

8
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

3
.
8

3.4
2
.
9

九
州
５
大
学

沖(８ 縄
２
大
学

6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
艶
年
調
査
）

0
．
強
く
感
じ
る

1
9
.
5

2
3
.
8

3
0
.
0

1
．
多
少
は
感
じ
る

66.1
5
8
.
1

5
7
.
5

2
．
全
然
感
じ
な
い

7
.
9

7
.
9

6
.
7

３
．
わ
か
ら
な
い

6
.
0

9
.
4

5
.
8

４
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

0
５

0
.
7



問
１
６
〔
問
1
5
で
Ｏ
か
１
と
答
え
た
人
に
〕
将
来
、
曰
本
が
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
次
の
ど
の
場
合
だ
と
思
い
ま
す
か
。
も
っ
と
も
強
い
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

〆
、

!:と

浸華）（緬驍Ｋ俣）緬露鰭纏墨時ｅ剣卦Ｋ厘哩蕊鮭

１
７
．
６
１
８
．
３
１
４
．
７

問
１
７
原
子
力
発
電
の
増
強
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
に
最
も
近
い
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

沖
縄
２
大
学

（
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

（
8
2
年
調
査
）

九
州
５
大
学

⑭⑭

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
曰
本
が
積
極
的
に
朝
鮮
半
島
な
ど
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
国
と
の
間
に
戦
争
が
お
こ
る

1
.
4

1.1
2
.
3

1
．
ア
メ
リ
カ
が
お
こ
な
う
ソ
連
以
外
の
国
と
の
戦
争
に
ま
き
こ
ま
れ
る

1
7
.
6

1
8
.
3

1
4
.
7

2
．
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
協
力
が
あ
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
・
ソ
連
の
対
決
の
際
に

ソ
連
か
ら
攻
撃
を
受
け
る

6
4
.
6

6
6
.
1

6
7
.
5

3
．
ソ
連
が
一
方
的
に
侵
略
し
て
く
る

1
.
3

1.1
3
.
2

4
．
経
済
摩
擦
な
ど
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
衝
突
す
る

5
.
2

5
.
3

4
.
6

５
●
わ
か
ら
な
い

6
.
5

5
.
0

6
.
2

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

3
.
5

3
.
1

1
.
4

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
石
油
に
代
わ
る
有
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
だ
か
ら
、
賛
成
だ

2
５
６

2
0
.
6

１
０
石
油
火
力
発
電
に
く
ら
べ
経
済
的
だ
か
ら
、
賛
成
だ

2
.
8

2
５

2
．
安
全
性
が
十
分
に
確
認
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
し
、
ま
た
放
射
能

汚
染
の
心
配
も
あ
る
か
ら
、
反
対
だ

3
7
.
2

3
8
-
6

3
．
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
の
技
術
が
未
確
立
だ
か
ら
、
反
対
だ

1
6
.
0

1
5
.
4



話

３
１
７
０

F
而
一
■
■
■
■

７
２
４
５

（巽望）欧等艦朴埋ｋ鵠

問
１
８
日
本
の
軍
需
産
業
に
つ
い
て
、
次
の
う
ち
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

沖
縄
２
大
学

（
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

（
8
2
年
調
査
）

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

4
．
核
兵
器
な
ど
の
軍
事
目
的
に
転
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
反
対
だ

3.1
7
.
0

5
゜
わ
か
ら
な
い

8
.
2

1
1
.
3

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

7
.
2

4
.
5

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
極
力
強
化
に
つ
と
め
、
武
器
輸
出
に
ま
で
乗
り
出
す
べ
き
だ

1.0
1.1

1
.
6

1
．
輸
出
ま
で
は
望
ま
な
い
が
、
先
端
技
術
開
発
に
直
結
す
る
部
分
を
中
心
に

漸
次
増
強
す
べ
き
だ

1
2
.
8

1
1
.
5

1
4
.
9

２
拡
大
は
危
険
だ
し
､
縮
小
は
失
業
を
生
む
の
で
､
現
状
維
持
程
度
が
の
ぞ
ま
し
い

2
6
.
4

2
3
.
3

2
2
.
7

3
．
急
激
な
縮
小
は
経
済
不
況
に
拍
車
を
か
け
る
の
で
、
徐
々
に
縮
小
す
べ
き
だ

3
8
.
0

3
9
.
6

2
８
２

4
．
行
政
改
革
の
た
め
に
も
、
軍
需
産
業
は
即
時
全
廃
す
べ
き
だ

1
1
.
1

9
.
7

1
8
.
6

５
．
わ
か
ら
な
い

9.1
1
3
.
4

1
3
.
7

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

1
.
7

1
.
4

0
.
2



問
１
９
卒
業
後
の
進
路
と
の
関
連
で
、
次
の
う
ち
、
あ
な
た
の
考
え
に
近
い
も
の
を
－
つ
選
ん
で
下
さ
い
。

グ
ー
、

壁裂迂）（綱驍Ｋ員）綱驍掻髄晨Ｈｅ釧卦ＫＥ哩緊鮭

(
注
）

１
集
計
各
表
の
数
字
は
比
率
（
％
）
を
示
す
。
な
お
、
少
数
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
あ
る
の
で
合
計
が
1
0
0
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。

２
空
白
回
答
（
Ｎ
Ａ
）
は
分
母
か
ら
除
い
て
あ
る
。

回⑫

九
州
５
大
学

沖
縄
２
大
学

(
8
6
年
調
査
）

沖
縄
２
大
学

(
8
2
年
調
査
）

0
．
軍
需
品
を
扱
う
企
業
・
官
庁
に
は
就
職
し
な
い

3
3
.
0

2
8
.
9

1
.
軍
需
産
業
へ
の
就
職
は
避
け
た
い
が
､
ほ
か
に
就
職
口
が
な
い
時
は
や
む
を
え
な
い

10.0
8
.
7

2
．
軍
需
品
を
扱
う
か
ど
う
か
は
､
自
分
の
就
職
先
の
選
択
に
つ
い
て
全
く
銅
係
が
な
い

2
８
５

2
6
.
7

3
．
軍
需
品
を
扱
う
程
度
に
応
じ
て
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
考
え
る

9
.
2

8
.
7

4
．
将
来
そ
の
振
興
が
必
要
な
分
野
な
の
で
、
積
極
的
に
飛
び
込
ん
で
行
き
た
い

0
.
6

２
３

５
．
わ
か
ら
な
い

1
6
.
0

2
2
.
8

6
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
書
い
て
下
さ
い
）

２
８

2,1


